
 計算関係書類に対する注記 

１．重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法

（２） 固定資産の減価償却の方法

機械及び装置の減価償却は、定額法による。

（３）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式による。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

    基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円）

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

    基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円）

(0)

(0)

(0) (0)

(0)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

2,724,055,998

898,250

2,724,954,248

35,150,000

25,006,409

110,030

0

110,030

10,000,000

4,633,200

0

7,339,780

0

0

2,724,166,028

898,250

2,725,064,278

45,150,000

22,299,829

67,449,829

2,792,514,1077,339,780

(882,244)

(2,719,980,572)

（うち負債に
対応する額）

0

0

0

(72,533,535)

合    計

45,150,000

22,299,829

67,449,829

2,792,514,107合    計

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

(5,555,950)

(5,965,950)

(2,718,610,078)

(488,250)

(2,719,098,328)

(882,244)

投資有価証券

定期預金

小     計

(45,150,000)

(21,417,585)

(66,567,585)

(410,000)

60,156,409

2,785,110,657

14,633,200

14,743,230

機械準備資産

当期末残高

2,724,166,028

898,250

7,339,780

定期預金

小     計

特定資産

機械準備資産

機械及び装置

小     計

小     計

2,725,064,278

科    目

基本財産

特定資産

　満期保有目的の債券については、償却原価法（定額法）を採用している。

機械及び装置

科    目

基本財産

投資有価証券



４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

    満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位:円）

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

    補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位:円）

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

    指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位:円）

経常収益への振替額　　　

： 基本財産受取利息

： 愛知県補助金振替額

附属明細書

１．基本財産及び特定資産については、計算関係書類の注記に記載のとおりである。

合    計

内    容

事業の用に供する振替額

減価償却費計上による振替額

交付者

帳簿価額 時    価 評価損益

2,725,064,278 2,739,210,740 14,146,462

指定正味財産
林業木材産業構
造改革事業等

貸借対照表上
の記載区分

43,383,228

43,729,390

当期末残高

882,244

当期減少額

346,1621,228,406

当期
増加額

0

金    額

346,162

愛知県

科    目

地方債11件

前期末残高
補助金等
の名称


